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実践英語B

■科目のねらい：英語Ⅰ、英語Ⅱ（各Ａ、Ｂ、Ｃ）で学んだことを基礎に、将来学術分野や実社会において、専門分野に関するこ
とがらを英語で聞き取り、議論できるように、さらに英語力を発展させる。授業ではそれぞれの専門分野に関する内容を口頭
で発信する練習を行いながら、専門用語も習得する。授業はそれぞれの学部に分かれて行われる。

■到達目標：①�専門に関する事柄を英語でプレゼンテーションでき、また会議等において英語でディスカッション等ができるレベ
ルの語学力の習得を目指す。

■担当教員：
山田�パトリシア・バマイ�モクター

■授業計画・内容（デザイン学部／看護学部）：

第１回　Orientation
第 2 回　Unit�2�This�Calls�For�a�Bud�Light�/�Lesson�1�You�Can�Live�to�Be�a�Hundred
第 3 回　Handouts�/�Lesson�2�Ten�Ways�to�Prevent�Cancer
第 4 回　Unit�4�McDonald’sーKing�of�Fast�Food�Restaurants�/�Lesson�4�The�Environment�and�Your�Health
第 5 回　Unit�5�Relax,�It’s�FedEx�/�Lesson�5�Exercise�for�Good�Health
第 6 回　Unit�6�BMW-A�Car�beyond�Reason�/�Lesson�6�Healthy�Food�for�a�Healthy�Body
第 7 回　Handouts�/�Lesson�7�Alcohol�Can�Be�Dangerous
第 8 回　Unit�8�Learning�Languages�/�Lesson�8�Stress�Can�Ruin�Your�Health
第 9 回　Unit�9�Pepsi-Ask�for�More�/�Lesson�9�Obesity�is�a�Bad�Thing
第10回　Handouts�/�Lesson�10�Dental�Care�for�Healthy�Teeth
第11回　Unit�11�Disney-Magic�Happens�/�Lesson�11�The�AIDS�Crisis�Concerns�Everyone
第12回　Unit�12�Coca-Cola-�For�Everyone�/�Lesson�12�Depression:�Don’t�Let�It�Get�You�Down
第13回　Unit�13�Anti-Smoking�Campaign�/�Free�Topic�(Handouts)
第14回　Unit�14�Counterfeit�Mini�Coopers�/�Preparation�for�presentation
第15回　Final�Exam�/�Final�Exam�(Presentation)

■教科書：デザイン学部：English�in�30�Seconds　南雲堂
看護学部：HEALTHTALK�(Third�Edition)�MACMILLAN�LANGUAGEHOUSE

■参考文献：授業中に、担当教員が指示する。

■成績評価基準と方法：

評価方法 到達目標 評価基準 評価割合
（％）到達目標①

定期試験 ◎ トピックの理解力、発表能力、思考の流暢さ、
文法、発音などを総合的に判断する。 50

授業態度 ○ 積極的な姿勢。
30

発表 ◎ 毎回の授業で自らの考えや意見を発表するこ
とを重視する。

課題・作品 ○ 10
出席 2／3以上の出席。 10
◎：より重視する　○：重視する　空欄：評価に加えず

■関連科目：英語に関する全ての科目

■その他（学生へのメッセージ・履修上の留意点）：・この授業は英語のネイティブ・スピーカーの教員により、すべて英語で行
われる。辞書を必ず持参すること。また授業中の積極的な発言が評価の対象になることに留意すること。

　・看護学部の実践英語Ｂについては、授業および定期試験の運営上、履修人数の制限を行う（１クラス最大１５名）。

選　択	 	 科目区分：演　習	 単　　位：1単位	 講義時間：30時間開講年次：2年次前期（デザイン学部）
　　　　　2年次前期・後期（看護学部）
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